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第１章 調査の概要 

１．調査の目的 

第５次柏原市総合計画を策定するにあたり、市民の皆様の日常生活や今後のまちづ

くりの方向性などについての考えを把握するために、アンケート調査を実施しました。 

 

２．調査の方法 

本調査の実施方法等については、次のとおりです。 
 

調査名 調査対象者 
配布 

・回収方法 

配布・ 

回収期間 

第５次柏原市総合

計画策定に係る 

アンケート調査 

市内在住の18歳以上の方 

3,000 人 

郵送配布 

・郵送回収 
平成 31 年３月 

 

３．回収結果 

回収結果は次のとおりです。 
 

配布数 回収数 回収率 

3,000 票 1,000 票 33.3％ 

※参考：平成 21年調査の回収率 40.8％ 

 

４．本報告書の見方 

◇ 第３章の集計結果のグラフ・表における“無回答”とは、当該設問への無回答の他、

回答規則違反（例えば、単数回答の設問における複数回答など）の件数（票数）を示

しています。 

◇ 集計結果のグラフ・表における比率（％）は、四捨五入の関係で内訳の合計が100％

にならない場合があります。 

◇ 複数回答の質問は、回答者数を100％として各選択肢の％を算出しているため、合

計は100％を超えています。 

◇ 調査結果の説明については、票数ではなく、割合の数値を基に行っています。 
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第２章 調査結果の概要 

１．柏原市での生活について 

○住みやすさについては、「住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」を合わせた『住

みやすい』が約８割となっており、前回調査と比べると、大きな変化はみられません。 

○居住地区別にみると、“堅上”で『住みにくい』が、他の居住地区に比べ多くなっています。 

○『住みにくい』と感じられる理由については、「買い物など日常生活が不便である」が最も

多く、前回調査と比べると、15.0 ポイント多くなっています。また、「趣味や娯楽の場が少

ない」、「医療の面で安心できない」、「通勤・ 通学など交通の便が悪い」、「防災の面で安心で

きない」も多くなっています。 

２．まちの将来の姿について 

○望まれる将来の柏原市の姿については、「②日常生活が便利で快適に過ごしている」が最も

多く、前回調査と比べると 9.1 ポイント多くなっています。また、「⑤誰もが健康で安心し

て暮らしている」、「⑥市民の安全が守られている」、「①豊かな自然環境を大切にして、自然

と共生している」も多くなっています。 

○まちづくりのためのキーワードを書いていただいたところ、多く使われているキーワードに

ついては、「安心 安全」、「暮らし続けられる」、「自然が豊かな」、「笑顔あふれる」、「子育

てが充実している」、「高齢者にやさしい」、「便利な」、「健康」、「活気がある」といった言葉

が多くなっています。 

３．柏原市内の施設等について 

○柏原市内の施設等について、認知度が最も高いのは、「⑥市民文化会館・ リビエールホール）」、

次いで・「④サンヒル柏原」、「①玉手山公園」となっており、９割以上の方が知っていると回

答しています。 

○柏原市内の施設等について一度でも訪問したことのある施設で最も多いのは、「⑥市民文化

会館 リビエールホール）」、次いで「①玉手山公園」、「④サンヒル柏原」となっています。 

○柏原市内の施設等の魅力度については、全体の平均点は 2.37 点となっています。平均点が

最も高いのは、・「⑥市民文化会館・ リビエールホール）」、次いで・「⑦市民文化センター」、「①

玉手山公園」の順になっています。 

○市内で魅力があると思うおすすめスポットについては、大和川・ 大和川河川敷をはじめとす

る・「河川に関する記述」が最も多く、次いで・「寺社に関する記述」、「柏原図書館・ 国分図書

館」、ぶどう畑 ぶどう狩り ワイン工房やカタシモワイナリーといった「ぶどうに関する

記述」の順となっています。  
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４．まちづくりについて 

○【道路交通】の重要な取組については、「日常生活の移動が容易となるよう、身近な生活道

路を拡幅する」が最も多く、次いで・「バリアフリー化をはじめ、誰もが歩きやすい歩行者空

間を整備する」、「幹線道路・ 国道やバイパスなど）の整備や渋滞緩和策を進める」、「駅や市

役所、病院、商店街などをつなぐ利便性の高い公共交通網を整備する」の順となっています。 

○前回調査と比べると、「幹線道路 国道やバイパスなど）の整備や渋滞緩和策を進める」が

9.3 ポイント多くなっています。 

○居住地区別にみると、“柏原”で・「バリアフリー化をはじめ、誰もが歩きやすい歩行者空間を

整備する」、“国分”で・「幹線道路・ 国道やバイパスなど）の整備や渋滞緩和策を進める」が、

他の居住地区に比べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、『住みにくい』の「幹線道路 国道やバイパスなど）の整備や渋滞緩

和策を進める」が、『住みやすい』に比べ多くなっています。 

 

○【公園 緑地】の重要な取組については、「災害時に避難地や救援拠点として活用できる公

園や広場をつくる」が最も多く、次いで・「週末に家族などで過ごせる大きめの公園や緑地を

つくる」、「既存の公園を利用しやすく改善する」、「普段の子どもの遊び場となる小さな公園

や緑地 広場をつくる」の順となっています。 

○年齢別にみると、“30～39 歳”で「普段の子どもの遊び場となる小さな公園や緑地 広場を

つくる」と・「週末に家族などで過ごせる大きめの公園や緑地をつくる」と・「既存の公園を利

用しやすく改善する」が、他の年齢に比べ多くなっています。 

○居住地区別にみると、“柏原”で・「週末に家族などで過ごせる大きめの公園や緑地をつくる」、

“堅上”で・「農地や休耕地を緑地として活用する」が、他の居住地区に比べ多くなっています。 

 

○【景観】の重要な取組については、「河川や水路などの水辺の景観を保全 整備していく」

が最も多く、次いで「山や森などの自然を残し、自然景観を守っていく」、「JR 柏原駅周辺

など、中心市街地としてふさわしい質の高い都市景観の形成を図る」の順となっています。 

○前回調査と比べると、・「JR 柏原駅周辺など、中心市街地としてふさわしい質の高い都市景観

の形成を図る」が 8.4 ポイント多くなっています。 

○居住地区別にみると、“柏原”で「JR 柏原駅周辺など、中心市街地としてふさわしい質の高

い都市景観の形成を図る」、“堅上”で「社寺 史跡などによる歴史的景観を保全 整備して

いく」、“国分”で「山や森などの自然を残し、自然景観を守っていく」が、他の居住地区に

比べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、・『住みやすい』の・「山や森などの自然を残し、自然景観を守っていく」

と「河川や水路などの水辺の景観を保全 整備していく」が、『住みにくい』に比べ多くな

っています。また、・『住みにくい』の・「JR柏原駅周辺など、中心市街地としてふさわしい質

の高い都市景観の形成を図る」が、『住みやすい』に比べ多くなっています。  
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５．柏原市における行財政改革について 

○行財政改革で重要な取組については、「職員の削減、部局の統合 整理などによる行政組織

のスリム化」が最も多く、次いで・「職員の資質向上」、「公共事業や行政サービスの見直し」、

「積極的で分かりやすい行政の情報公開」の順となっていますが、前回調査と比べると全て

少なくなっています。 

○前回調査と比べると・「情報化などによる行政事務の効率化」が 9.0 ポイント多くなっていま

す。 

６．国際的な目標について 

○ＳＤＧｓの認知度については、「まったく知らない」が最も多く、次いで「名前だけ知って

いる」、「内容も知っている」の順となっています。 

７．今後の市民参加について 

○望ましい市民と行政の協働のあり方については、「市民と行政が同等の関与による協働」が

多くなっています。 

○市民のまちづくりへの参画を図る上で強化すべき取組については、「まちづくり活動の情報

提供やＰＲの充実」が最も多く、前回調査と比べると、5.3 ポイント多くなっています。ま

た、「市民参加活動の内容、時間、場所、方法など、参加しやすい運営上の工夫」、「アンケ

ート等による市民意見の聴取」が多くなっています。 

○市政・ まちづくりに関する情報の入手先については、「市の広報誌・「広報かしわら」」が最も

多く、次いで「自治会などの回覧板」、「公共施設などの掲示板」の順となっています。 

８．自由意見 

○「道路整備等の強化」に関する記述が最も多く、次いで「商業施設の充実」、「防災対策」、

「交通網の整備」、「公園、緑地の整備」、「少子高齢化・ 人口減少対策」、「子育て環境」、「公

共施設の整備 活用」についての記述が多くありました。 
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第３章 調査結果 

 

◆ 回答者の属性 

問１．あなたの性別は。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.5

53.4

2.1

46.2

52.4

1.3

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

男性

女性

無回答 今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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問２．あなたの年齢は。（１つに○） 

【全体】 

○年齢については、「70 歳以上」が最も多く、次いで「60～69 歳」、「50～59 歳」の順とな

っています。 

○前回調査と比べると、「70歳以上」が 10.3 ポイント多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

○性別にみると、男女ともに「70歳以上」が約３割となっています。 

○居住地区別にみると、“柏原”で比較的若い世代が、他の居住地区に比べ多くなっています。 

 

 

 

  

2.2

7.0

9.0

13.4

16.9

21.3

28.4

1.8

2.9

8.9

14.9

14.6

16.3

23

18.1

1.2

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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問３．一緒に住んでいるあなたの家族構成は、次のうちどれにあてはまりますか。（あては

まるもの全てに○をつけてください） 

【全体】 

○家族構成については、「19～64

歳の同居家族がいる」が最も多

く、次いで・「夫婦のみである」、

「65 歳以上の同居家族がいる」

の順となっています。 

○前回調査と比べると、「４～18

歳の同居家族がいる」と「19

～64 歳の同居家族がいる」が

5.0 ポイント以上少なく、「夫

婦のみである」が 5.5 ポイン

ト多くなっています。 

 

 

【クロス集計】 

○年齢別にみると、60歳以上で「夫婦のみである」が、他の年齢に比べ多くなっています。 

○居住地区別にみると、“堅上”で「65 歳以上の同居家族がいる」が、他の居住地区に比べ多

くなっています。 

 

 

 

 

  

6.0

17.4

47.7

22.6

29.2

9.6

1.4

8.2

24.2

53.2

21.8

23.7

7.3

1.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

３歳以下の

同居家族がいる

４～18歳の

同居家族がいる

19～64歳の

同居家族がいる

65歳以上の

同居家族がいる

夫婦のみである

同居家族はいない

（単身である）

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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問４．あなたのお住まいは。（１つに○） 

【全体】 

○居住地区については、「国分」

が最も多く、次いで「堅下」、

「柏原」、「堅上」の順となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区名 町 名 

①柏原 
１．本郷 ２．大正 ３．古町 ４．今町 

５．上市 ６．清州 ７．堂島町 ８．河原町 

②堅下 
９．法善寺 10．山ノ井町 11．平野 12．大県 

13．高井田 14．太平寺(大字太平寺) 15．安堂町(大字安堂) 

③堅上 16．青谷 17．峠 18．雁多尾畑 19．本堂 

④国分 

20．石川町 21．片山町 22．玉手町 23．円明町 

24．旭ヶ丘 25．国分西 26．国分本町 27．国分市場 

28．国分東条町 29．田辺   

 

【クロス集計】 

○年齢別にみると、18～39歳

と 60 歳以上で「国分」が、

30～59歳で「堅下」が最も

多くなっています。 

○住みやすさでみると、・「堅上」

と・「国分」で、・『住みにくい』

が・『住みやすい』に比べ多く

なっています。 

 

 

 

  

21.4

35.0

2.2

39.6

1.8

20.7

34.0

2.6

40.8

1.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

柏原

堅下

堅上

国分

無回答
今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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１．柏原市での生活について 

問５．あなたが柏原市に住みはじめてからの期間は。（１つに○） 

【全体】 

○居住期間については、「20

年以上」が最も多く、次い

で・「10年以上 20年未満」、

「５年以上 10 年未満」の

順となっています。 

○前回調査と比べると、「20

年以上」が 5.2 ポイント多

くなっています。 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

○居住地区別にみると、全ての地区で「20年以上」が最も多くなっています。 

 

 

  

1.7

1.9

2.3

5.4

13.7

73.1

1.9

2.0

2.0

3.1

6.0

17.8

67.9

1.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

１年未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

無回答
今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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問６．あなたは柏原市を住みやすいと感じておられますか。（１つに○） 

【全体】 

○住みやすさについては、「住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」を合わせた『住

みやすい』が約８割となっています。 

○前回調査と比べると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

○性別にみると、“女性”の『住みにくい』が、“男性”に比べ多くなっています。 

○居住地区別にみると、“堅上”で『住みにくい』が、他の居住地区に比べ多くなっています。 

 

 

 

  

29.5

52.2

13.4

2.7

2.2

28.5

52.9

14.0

2.4

2.1

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

住みやすい

どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい

住みにくい

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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※【問６で １または２を選択された方のみ お答えください。】 

問７の①．住みやすいと感じられる理由や魅力を次の中から３つまで○をつけてください。 

【全体】 

○住みやすいと感じられる理由や魅力については、「自然環境が豊かである」が最も多く、次

いで・「静かでのんびりしている」、「通勤・ 通学など交通の便がよい」、「買い物など日常生活

が便利である」、「治安がよく防犯の面で安心できる」の順となっています。 

○前回調査と比べると、「買い物など日常生活が便利である」が 5.4 ポイント少なく、「治安が

よく防犯の面で安心できる」が 6.8ポイント多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.5

1.7

46.0

39.2

2.3

12.2

3.1

4.9

4.9

18.7

1.3

1.2

50.2

5.0

3.3

1.2

4.4

55.8

3.0

44.7

44.6

4.5

15.7

6.4

6.5

6.6

11.9

2.0

2.4

47.8

9.1

2.5

1.9

1.0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

自然環境が豊かである

芸術・文化活動が盛んである

通勤・通学など交通の便がよい

買い物など日常生活が便利である

趣味や娯楽が楽しめる

近所付き合いがよい

学校などの教育環境がよい

福祉サービスが充実している

子育てがしやすい

治安がよく防犯の面で安心できる

良い住宅が手に入りやすい

行政サービスが充実している

静かでのんびりしている

医療の面で安心できる

防災の面で安心できる

その他

無回答

今回調査 n=817

前回調査 n=999



12 

【クロス集計】 

○性別にみると、“男性”の・「通勤・ 通学など交通の便がよい」が、“女性”に比べ多くなってい

ます。また、“女性”の「近所付き合いがよい」が、“男性”に比べ多くなっています。 

○年齢別にみると、“40～49歳”で・「自然環境が豊かである」が、他の年齢に比べ少なく、“30

～39 歳”で「子育てがしやすい」が、他の年齢に比べ多くなっています。また、60 歳以上

で「買い物など日常生活が便利である」が多くなっています。 

○居住地区別にみると、“柏原”で「通勤 通学など交通の便がよい」、“堅下”と“国分”で「自

然環境が豊かである」、“堅上”で「静かでのんびりしている」が、最も多くなっています。 

 

 

  

合計 自然環境
が豊かで
ある

芸術・文
化活動が
盛んであ
る

通勤・通
学など交
通の便が
よい

買い物な
ど日常生
活が便利
である

趣味や娯
楽が楽し
める

近所付き
合いがよ
い

学校など
の教育環
境がよい

福祉サー
ビスが充
実してい
る

子育てが
しやすい

817 421 14 376 320 19 100 25 40 40
100.0 51.5 1.7 46.0 39.2 2.3 12.2 3.1 4.9 4.9

380 198 7 191 147 13 31 6 18 15
100.0 52.1 1.8 50.3 38.7 3.4 8.2 1.6 4.7 3.9

421 215 7 176 165 6 69 18 20 25
100.0 51.1 1.7 41.8 39.2 1.4 16.4 4.3 4.8 5.9

18 10 0 9 5 0 1 0 0 0
100.0 55.6 0.0 50.0 27.8 0.0 5.6 0.0 0.0 0.0

60 31 1 29 12 2 8 1 2 1
100.0 51.7 1.7 48.3 20.0 3.3 13.3 1.7 3.3 1.7

73 32 0 34 26 1 9 6 2 12
100.0 43.8 0.0 46.6 35.6 1.4 12.3 8.2 2.7 16.4

108 43 0 55 35 1 6 4 3 10
100.0 39.8 0.0 50.9 32.4 0.9 5.6 3.7 2.8 9.3

133 67 2 65 41 0 11 3 4 11
100.0 50.4 1.5 48.9 30.8 0.0 8.3 2.3 3.0 8.3

179 102 4 87 85 6 26 7 5 2
100.0 57.0 2.2 48.6 47.5 3.4 14.5 3.9 2.8 1.1

231 132 7 88 107 9 39 4 21 4
100.0 57.1 3.0 38.1 46.3 3.9 16.9 1.7 9.1 1.7

190 79 4 116 86 2 23 10 8 9
100.0 41.6 2.1 61.1 45.3 1.1 12.1 5.3 4.2 4.7

299 154 4 143 117 6 33 3 12 20
100.0 51.5 1.3 47.8 39.1 2.0 11.0 1.0 4.0 6.7

11 7 0 3 0 0 0 0 1 0
100.0 63.6 0.0 27.3 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0

307 175 6 107 113 11 44 12 18 11
100.0 57.0 2.0 34.9 36.8 3.6 14.3 3.9 5.9 3.6

合計 治安がよ
く防犯の
面で安心
できる

良い住宅
が手に入
りやすい

行政サー
ビスが充
実してい
る

静かでの
んびりし
ている

医療の面
で安心で
きる

防災の面
で安心で
きる

その他 無回答

817 153 11 10 410 41 27 10 36
100.0 18.7 1.3 1.2 50.2 5.0 3.3 1.2 4.4

380 79 5 5 196 20 16 6 9
100.0 20.8 1.3 1.3 51.6 5.3 4.2 1.6 2.4

421 72 6 5 210 20 11 4 25
100.0 17.1 1.4 1.2 49.9 4.8 2.6 1.0 5.9

18 3 0 0 7 1 1 0 0
100.0 16.7 0.0 0.0 38.9 5.6 5.6 0.0 0.0

60 14 2 0 33 1 1 1 5
100.0 23.3 3.3 0.0 55.0 1.7 1.7 1.7 8.3

73 12 2 1 36 1 1 0 4
100.0 16.4 2.7 1.4 49.3 1.4 1.4 0.0 5.5

108 20 2 0 55 3 2 4 6
100.0 18.5 1.9 0.0 50.9 2.8 1.9 3.7 5.6

133 28 3 1 70 2 3 0 8
100.0 21.1 2.3 0.8 52.6 1.5 2.3 0.0 6.0

179 30 1 2 104 10 5 0 3
100.0 16.8 0.6 1.1 58.1 5.6 2.8 0.0 1.7

231 44 1 6 101 22 14 5 7
100.0 19.0 0.4 2.6 43.7 9.5 6.1 2.2 3.0

190 33 2 1 73 3 8 2 8
100.0 17.4 1.1 0.5 38.4 1.6 4.2 1.1 4.2

299 54 3 4 151 25 5 5 13
100.0 18.1 1.0 1.3 50.5 8.4 1.7 1.7 4.3

11 5 0 0 9 2 0 0 1
100.0 45.5 0.0 0.0 81.8 18.2 0.0 0.0 9.1

307 59 6 5 174 11 14 3 12
100.0 19.2 2.0 1.6 56.7 3.6 4.6 1.0 3.9

問7-①．住みやすいと感じられる理由や魅力

問7-①．住みやすいと感じられる理由や魅力

居
住
地
区

柏原

堅下

堅上

国分

年
齢

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

全体

性
別

男性

女性

50～59歳

60～69歳

70歳以上

居
住
地
区

柏原

堅下

堅上

国分

全体

性
別

男性

女性

年
齢

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

上段：人
下段：％

上段：人
下段：％
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※【問６で ３または４を選択された方のみ お答えください。】 

問７の②．住みにくいと感じられる理由を次の中から３つまで○をつけてください。 

【全体】 

○住みにくいと感じられる理由については、「買い物など日常生活が不便である」が最も多く、

次いで・「趣味や娯楽の場が少ない」、「医療の面で安心できない」、「通勤・ 通学など交通の便

が悪い」、「防災の面で安心できない」の順となっています。 

○前回調査と比べると、「魅力のある自然環境が少ない」と・「医療の面で安心できない」が 10.0

ポイント以上少なく、「買い物など日常生活が不便である」が 15.0 ポイント多くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.2

6.2

28.6

55.3

35.4

8.1

5.6

9.9

3.1

6.8

3.1

14.3

1.9

31.7

16.1

11.8

6.8

22.4

11.4

29.9

40.3

33.8

6.5

8.0

12.9

8.0

12.4

4.0

15.9

3.5

44.3

13.4

17.4

1.0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

魅力のある自然環境が少ない

芸術・文化活動が乏しい

通勤・通学など交通の便が悪い

買い物など日常生活が不便である

趣味や娯楽の場が少ない

近所付き合いが多くわずらわしい

学校などの教育環境がよくない

福祉サービスがよくない

子育てがしにくい

治安が悪く防犯の面が不安

良い住宅が手に入りにくい

行政サービスがよくない

せわしくてのんびりできない

医療の面で安心できない

防災の面で安心できない

その他

無回答

今回調査 n=161

前回調査 n=201
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【クロス集計】 

○性別にみると、“男性”の「近所付き合いが多くわずらわしい」「行政サービスがよくない」

が、“女性”に比べ多くなっています。また、“女性”の「買い物など日常生活が不便である」

が、“男性”に比べ多くなっています。 

○年齢別にみると、“19 歳以下”で「趣味や娯楽の場が少ない」と「学校などの教育環境がよ

くない」、“40～49 歳”では「通勤 通学など交通の便が悪い」と「買い物など日常生活が

不便である」、それ以外の年齢では「買い物など日常生活が不便である」が、最も多くなっ

ています。 

○居住地区別にみると、“柏原”で「買い物など日常生活が不便である」「医療の面で安心でき

ない」が、それ以外の居住地区で・「買い物など日常生活が不便である」が、最も多くなって

います。 
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２．まちの将来の姿について 

問８．あなたが望む柏原市の将来のまちの姿と具体的なまちの状態（こうなっていたいと

思うこと）に関し、以下の設問①～⑦にお答えください。 

①「豊かな自然環境を大切にして、自然と共生している」まちをめざす場合、特に実現

したいまちの状態について、次の中から３つまで○をつけてください。 

【全体】 

○実現したい「豊かな自然環境を大切にして、自然と共生している」まちの状態については、

「生活排水による河川の水質汚濁がなく、河川環境が良好に保たれている」が最も多く、次

いで・「環境汚染を引き起こす産業廃棄物などの不法投棄がない」、「資源のリサイクルや再利

用がなされ、ゴミの発生量が抑制されている」の順となっています。 

○前回調査と比べると、「自然環境を活かした農業が活発で、地元の新鮮な食材が豊富で簡単

に手に入る」が 6.5 ポイント少なくなっています。 

  

30.3

18.3

26.0

29.9

53.7

40.7

14.1

26.9

10.7

1.9

4.4

33.8

21.2

26.9

28.2

53.6

41.4

14.0

33.4

12.9

2.8

2.6

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

資源のリサイクルや再利用がなされ、

ゴミの発生量が抑制されている

市民が、省エネの取組や公共交通の利用など、

環境にやさしい生活を実践している

市民が多様な自然にふれあい、自然の中で

レクリエーションを楽しんでいる

山林が適正に管理され、自然環境が

良好に保たれている

生活排水による河川の水質汚濁がなく、

河川環境が良好に保たれている

環境汚染を引き起こす産業廃棄物などの

不法投棄がない

市民が環境学習や自然保護活動などを通じ、

自然環境を大切にしている

自然環境を活かした農業が活発で、地元の

新鮮な食材が豊富で簡単に手に入る

農地が市街地周囲に残され、農とのふれあいがある

その他

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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【クロス集計】 

○性別にみると、“女性”の・「自然環境を活かした農業が活発で、地元の新鮮な食材が豊富で簡

単に手に入る」が、“男性”に比べ多くなっています。 

○年齢別にみると、“40～49歳”で・「環境汚染を引き起こす産業廃棄物などの不法投棄がない」

が、他の年齢に比べ多くなっています。 

○居住地区別にみると、“堅上”で「山林が適正に管理され、自然環境が良好に保たれている」

が、他の居住地区に比べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、『住みやすい』の「資源のリサイクルや再利用がなされ、ゴミの発生

量が抑制されている」が、・『住みにくい』に比べ多くなっています。また、・『住みにくい』の

「自然環境を活かした農業が活発で、地元の新鮮な食材が豊富で簡単に手に入る」が、『住

みやすい』に比べ多くなっています。 
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②「日常生活が便利で快適に過ごしている」まちをめざす場合、特に実現したいまちの

状態について、次の中から３つまで○をつけてください。 

【全体】 

○実現したい「日常生活が便利で快適に過ごしている」まちの状態については、「買い物や娯

楽などの日常的な活動が身近な場所で行える」が最も多く、次いで・「身近な生活道路を安全

に歩ける」、「高齢者や障害者など誰もが、自立して楽しく日常生活を過ごすことができる」、

「鉄道、バスなどの公共交通機関が利用しやすく便利である」の順となっています。 

○前回調査と比べると、「豊かな自然に親しみながら、ゆったりとした生活を楽しむことがで

きる」が 8.1 ポイント少なく、「買い物や娯楽などの日常的な活動が身近な場所で行える」

が 8.0 ポイント多くなっています。 

 

 

  53.5

21.4

23.2

34.5

15.3

2.8

28.4

28.0

15.3

14.1

21.8

12.6

2.6

3.1

45.5

28.2

23.4

38.0

13.4

1.9

31.1

22.4

19.4

14.0

29.9

14.7

2.3

1.5

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

買い物や娯楽などの日常的な

活動が身近な場所で行える

近所の公園や遊び場などで憩い、散策できる

通勤・通学が便利である

身近な生活道路を安全に歩ける

国道、府道などの幹線道路が整備されており、

他都市へ車で行き来しやすい

インターネットを通じて、

市の情報等を容易に入手できる

高齢者や障害者など誰もが、自立して楽しく

日常生活を過ごすことができる

鉄道、バスなどの公共交通機関が

利用しやすく便利である

公共下水道の整備が進められ、

衛生環境がよくなっている

上水道が整備され、安全で安心な

水道水の安定供給が保たれている

豊かな自然に親しみながら、ゆったりとした

生活を楽しむことができる

街なみが美しく、美観が保たれている

その他

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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【クロス集計】 

○性別にみると、“男性”の・「豊かな自然に親しみながら、ゆったりとした生活を楽しむことが

できる」が、“女性”に比べ多くなっています。 

○年齢別にみると、18～29歳で・「通勤・ 通学が便利である」、“30～39 歳”で・「身近な生活道

路を安全に歩ける」が、他の年齢に比べ多くなっています。 

○居住地区別にみると、“柏原”で「近所の公園や遊び場などで憩い、散策できる」「身近な生

活道路を安全に歩ける」「街なみが美しく、美観が保たれている」が、“堅上”で「国道、府

道などの幹線道路が整備されており、他都市へ車で行き来しやすい」と・「鉄道、バスなどの

公共交通機関が利用しやすく便利である」が、他の居住地区に比べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、『住みやすい』の「近所の公園や遊び場などで憩い、散策できる」と

「豊かな自然に親しみながら、ゆったりとした生活を楽しむことができる」が、『住みにく

い』に比べ多くなっています。また、『住みにくい』の「買い物や娯楽などの日常的な活動

が身近な場所で行える」が、『住みやすい』に比べ多くなっています。 
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③「多様な産業が盛んで働きやすい」まちをめざす場合、特に実現したいまちの状態に

ついて、次の中から３つまで○をつけてください。 

【全体】 

○実現したい「多様な産業が盛んで働きやすい」まちの状態については、「子育てや介護など

の負担が軽減され、家庭と仕事を両立しやすい」が最も多く、次いで・「商業やサービス業が

盛んで、商店街に活気があり、働く場もある」、「年齢や性別、障害等に関わらず雇用が確保

され、働きやすい環境が整っている」の順となっています。 

○前回調査と比べると、「農業が盛んで、その担い手が多数育っている」と「仕事に必要な技

能や新たな知識を身につける場や機会がある」が 5.0 ポイント以上少なくなっています。 

 

 

 

  12.3

48.4

7.7

11.4

14.4

24.5

50.3

16.2

38.6

26.6

1.5

5.2

19.2 

45.5 

6.5 

12.0 

11.7 

21.3 

47.0 

21.2 

42.7 

27.8 

1.5 

5.6 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

農業が盛んで、その担い手が多数育っている

商業やサービス業が盛んで、

商店街に活気があり、働く場もある

ＮＰＯなど公益的な活動が活発化し、

就業の場となっている

工業が盛んで、新たな工場の誘致も進み、

働く場がある

観光資源を活かした観光産業が盛んで、

働く場もある

若者による起業や新たな産業の創出が行われ、

その担い手が育っている

子育てや介護などの負担が軽減され、

家庭と仕事を両立しやすい

仕事に必要な技能や新たな知識を

身につける場や機会がある

年齢や性別、障害等に関わらず雇用が確保され、

働きやすい環境が整っている

仕事を終えた後や休日の時間を、

娯楽や趣味などに親しめる環境が整っている

その他

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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【クロス集計】 

○性別にみると、“男性”の・「若者による起業や新たな産業の創出が行われ、その担い手が育っ

ている」が、“女性”に比べ多くなっています。 

○年齢別にみると、“19歳以下”で・「農業が盛んで、その担い手が多数育っている」、「NPOな

ど公益的な活動が活発化し、就業の場となっている」、・「観光資源を活かした観光産業が盛ん

で、働く場もある」、20～49 歳で「子育てや介護などの負担が軽減され、家庭と仕事を両

立しやすい」、50～69 歳で「年齢や性別、障害等に関わらず雇用が確保され、働きやすい

環境が整っている」が、他の年齢に比べ多くなっています。 

○居住地区別にみると、“柏原”、“堅下”及び“堅上”で・「商業やサービス業が盛んで、商店街に

活気があり、働く場もある」が、最も多くなっています。 

○住みやすさでみると、『住みやすい』の「子育てや介護などの負担が軽減され、家庭と仕事

を両立しやすい」が、・『住みにくい』に比べ多くなっています。また、・『住みにくい』の・「商

業やサービス業が盛んで、商店街に活気があり、働く場もある」が、『住みやすい』に比べ

多くなっています。 
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④「地域を誇りに思い、個性を大切にする心豊かな人材が育っている」まちをめざす場

合、特に実現したいまちの状態について、次の中から３つまで○をつけてください。 

【全体】 

○実現したい・「地域を誇りに思い、個性を大切にする心豊かな人材が育っている」まちの状態

については、「子どもたちに人へのやさしさや思いやりがそなわっている」が最も多く、次

いで・「小さい頃から自然体験や環境教育を通じて、自然を大切に思うやさしい心が育ってい

る」、「世代を超えた交流があり、地域社会みんなで子どもたちの成長を見守っている」の順

となっています。 

○前回調査と比べると、「子どもたちの基礎学力がしっかり身についている」と「小さい頃か

ら自然体験や環境教育を通じて、自然を大切に思うやさしい心が育っている」が 5.0 ポイン

ト以上少なくなっています。 

 

 

 

 

 

  

22.9

22.2

38.0

41.7

29.5

16.3

6.5

17.9

13.3

7.9

8.9

15.4

6.8

16.3

1.1

3.2

29.9 

18.2 

43.1 

42.0 

27.2 

19.7 

5.3 

18.1 

14.9 

8.5 

7.7 

13.9 

8.9 

15.7 

1.4 

3.5 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

子どもたちの基礎学力がしっかり身についている

小、中、高の児童生徒の学力水準が高く、

教育水準が高まっている

小さい頃から自然体験や環境教育を通じて、

自然を大切に思うやさしい心が育っている

子どもたちに人へのやさしさや

思いやりがそなわっている

世代を超えた交流があり、地域社会みんなで

子どもたちの成長を見守っている

市民や子どもたちが、地域の自然や歴史・

文化について学び、誇りや愛着をもっている

市民の芸術文化活動が盛んで、

芸術文化に親しむことができる

祭事や伝統文化が次の世代に受け継がれ、

地域の共同意識が育まれている

市民が郷土の祭りに誇りや

愛着をもち、大切に思っている

地域の文化財や歴史資源が保全され、

市民にもその価値が理解されている

市民がスポーツイベントやスポーツ

活動に積極的に参加している

各種講座・教室等が開催され、各世代が

多様な生涯学習活動を行っている

青少年が野外活動や、社会教育活動に

積極的に参加している

市民の人権意識が高く、また、男女が

お互いに尊重し合える社会が浸透している

その他

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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【クロス集計】 

○年齢別にみると、“19 歳以下”で「小、中、高の児童生徒の学力水準が高く、教育水準が高

まっている」が、他の年齢に比べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、・『住

みやすい』の「小さい頃

から自然体験や環境教育

を通じて、自然を大切に

思うやさしい心が育って

いる」が、『住みにくい』

に比べ多くなっています。

また、・『住みにくい』の・「各

種講座 教室等が開催さ

れ、各世代が多様な生涯

学習活動を行っている」

が、・『住みやすい』に比べ

多くなっています。 
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⑤「誰もが健康で安心して暮らしている」まちをめざす場合、特に実現したいまちの状

態について、次の中から３つまで○をつけてください。 

【全体】 

○実現したい「誰もが健康で安心して暮らしている」まちの状態については、「夜間や急病で

もすぐに安心して救急医療サービスを受けることができる」が最も多く、次いで・「個人病院

から総合病院に至るまで、医療サービス体制が身近な地域で整っている」、「子どもを安心し

て産み、育てられる環境が整っている」、「高齢者や障害者など誰もが、安心して福祉サービ

スを受けることができる」、「高齢者や障害者など誰もが安心して外出できる環境が整ってい

る」の順となっています。 

○前回調査と比べると、「夜間や急病でもすぐに安心して救急医療サービスを受けることがで

きる」と・「個人病院から総合病院に至るまで、医療サービス体制が身近な地域で整っている」

が 6.0 ポイント以上少なく、「子育てをしながら、特に女性が働きやすい環境や就業の場が

整っている」が 4.6 ポイント多くなっています。 

 

 

 

  
21.3

18.3

27.4

22.0

30.7

31.7

17.4

11.1

45.6

36.2

11.0

0.8

2.7

24.8

14.8

26.9

17.4

32.6

30.5

15.7

9.1

53.8

42.3

11.4

0.8

2.2

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

誰もが、生きがいをもって健康に暮らしている

高齢者（定年層）の就業の場や就業機会が充実している

高齢者や障害者など誰もが安心して

外出できる環境が整っている

子育てをしながら、特に女性が

働きやすい環境や就業の場が整っている

高齢者や障害者など誰もが、

安心して福祉サービスを受けることができる

子どもを安心して産み、育てられる環境が整っている

地域の見守りや支援の中で子どもが健全に育っている

高齢者、障害者の介護などが、ボランティアや

地域の助け合いで行われている

夜間や急病でもすぐに安心して

救急医療サービスを受けることができる

個人病院から総合病院に至るまで、

医療サービス体制が身近な地域で整っている

各世代に応じた健康診断や健康相談が受けられる

その他

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226



24 

【クロス集計】 

○性別にみると、“男性”の・「高齢者・ 定年層）の就業の場や就業機会が充実している」と・「子

どもを安心して産み、育てられる環境が整っている」が、“女性”に比べ多くなっています。 

○年齢別にみると、“19 歳以下”で「誰もが、生きがいをもって健康に暮らしている」と「各

世代に応じた健康診断や健康相談が受けられる」、20～39 歳で「子どもを安心して産み、

育てられる環境が整っている」が、他の年齢に比べ多くなっています。 

○居住地区別にみると、“堅下”で・「個人病院から総合病院に至るまで、医療サービス体制が身

近な地域で整っている」、“堅上”で「夜間や急病でもすぐに安心して救急医療サービスを受

けることができる」が、他の居住地区に比べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、『住みやすい』の「子どもを安心して産み、育てられる環境が整って

いる」が、・『住みにくい』に比べ多くなっています。また、・『住みにくい』の・「夜間や急病で

もすぐに安心して救急医療サービスを受けることができる」が、『住みやすい』に比べ多く

なっています。 
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⑥「市民の安全が守られている」まちをめざす場合、特に実現したいまちの状態につい

て、次の中から３つまで○をつけてください。 

【全体】 

○実現したい「市民の安全が守られている」まちの状態については、「地震や台風などによる

建物の倒壊や火災、土砂・ 浸水災害に対する不安が少ない」が最も多く、次いで・「市内での

犯罪発生件数が少ない」、「子どもの安全が守られている」、「道路を安心して歩ける交通環境

にある」、「消防 救急体制が整っている」の順となっています。 

○前回調査と比べると、「消防・ 救急体制が整っている」が 12.0 ポイント少なく、「地震や台

風などによる建物の倒壊や火災、土砂・ 浸水災害に対する不安が少ない」が 18.8 ポイント

多くなっています。 

 

 

 

 

 

  

56.1

41.5

24.3

11.8

38.8

16.6

6.5

32.3

16.6

29.2

1.1

2.4

37.3

48.9

20.1

12.6

41.4

15.8

15.3

35.2

13.5

41.2

0.8

2.3

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

地震や台風などによる建物の倒壊や火災、

土砂・浸水災害に対する不安が少ない

市内での犯罪発生件数が少ない

災害発生時に、高齢者や障害者をすばやく

安全に避難誘導を行うことができる

交通事故の発生件数が少ない

子どもの安全が守られている

個人情報の悪用や悪質業者による

被害への不安が少ない

食品の安全に対する不安が少ない

道路を安心して歩ける交通環境にある

市民の防災に対する意識が高く、

また、自主防災体制が整っている

消防・救急体制が整っている

その他

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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【クロス集計】 

○性別にみると、“男性”の・「交通事故の発生件数が少ない」と・「道路を安心して歩ける交通環

境にある」が、“女性”に比べ多くなっています。 

○年齢別にみると、“19 歳以下”と“40～49 歳”で「市内での犯罪発生件数が少ない」、“30～

39歳”で「子どもの安全が守られている」が、他の年齢に比べ多くなっています。 

○居住地区別にみると、“柏原”で「子どもの安全が守られている」、“堅上”で「消防 救急体

制が整っている」が、他の居住地区に比べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、『住みやすい』の「市内での犯罪発生件数が少ない」と「子どもの安

全が守られている」が、・『住みにくい』に比べ多くなっています。また、・『住みにくい』の・「地

震や台風などによる建物の倒壊や火災、土砂 浸水災害に対する不安が少ない」が、『住み

やすい』に比べ多くなっています。 
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⑦「市民の交流や活動が活発に行われている」まちをめざす場合、特に実現したいまち

の状態について、次の中から２つまで○をつけてください。 

【全体】 

○実現したい「市民の交流や活動が活発に行われている」まちの状態については、「自治会な

ど地域でのコミュニティ活動が活発に行われている」が最も多く、次いで・「地域や世代を越

えた、市民相互の交流活動が盛んである」、「ボランティアや市民活動団体の活動が活発に行

われている」の順となっています。 

○前回調査と比べると、「地域や世代を越えた、市民相互の交流活動が盛んである」が 10.1

ポイント少なくなっています。 

 

 

 

 

  

44.1

33.7

36.2

14.4

9.8

16.8

1.5

10.3

47.6

37.5

46.3

19.2

8.8

16.2

1.4

5.5

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

自治会など地域でのコミュニティ活動が

活発に行われている

ボランティアや市民活動団体の活動が

活発に行われている

地域や世代を越えた、市民相互の交流活動が

盛んである

近隣市町村や他府県の市町村との交流が

活発に行われている

国際交流が活発に行われている

市内の観光資源に多数の観光客が訪れている

その他

無回答
今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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【クロス集計】 

○性別にみると、“男性”の・「地域や世代を越えた、市民相互の交流活動が盛んである」が、“女

性”に比べ多くなっています。 

○年齢別にみると、50～69歳で・「地域や世代を越えた、市民相互の交流活動が盛んである」、

“70 歳以上”で「自治会など地域でのコミュニティ活動が活発に行われている」が、他の年

齢に比べ多くなっています。 

○居住地区別にみると、“柏原”で・「自治会など地域でのコミュニティ活動が活発に行われてい

る」が、他の居住地区に比べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、『住みやすい』の「自治会など地域でのコミュニティ活動が活発に行

われている」が、『住みにくい』に比べ多くなっています。 
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問９．問８の各設問①～⑦の回答結果を踏まえ、柏原市は将来どのような状態の市になっ

ていけばよいと思われますか。あなたが望む将来の柏原市の姿を次の中から３つま

で○をつけてください。 

【全体】 

○あなたが望む将来の柏原市の姿については、「②日常生活が便利で快適に過ごしている」が

最も多く、次いで・「⑤誰もが健康で安心して暮らしている」、「⑥市民の安全が守られている」、

「①豊かな自然環境を大切にして、自然と共生している」の順となっています。 

○前回調査と比べると、「豊かな自然環境を大切にして、自然と共生している」と「地域を誇

りに思い、個性を大切にする心豊かな人材が育っている」が 7.0 ポイント以上少なく、「日

常生活が便利で快適に過ごしている」が 9.1 ポイント多くなっています。 

 

 

 

 

 

  

42.5

61.8

15.0

21.6

60.0

48.9

10.9

1.2

4.1

54.3

52.7

13.9

28.6

62.1

50.6

11.4

1.7

2.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

①豊かな自然環境を大切にして、

自然と共生している

②日常生活が便利で快適に過ごしている

③多様な産業が盛んで働きやすい

④地域を誇りに思い、個性を大切にする

心豊かな人材が育っている

⑤誰もが健康で安心して暮らしている

⑥市民の安全が守られている

⑦市民の交流や活動が活発に行われている

その他

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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【クロス集計】 

○年齢別にみると、“19 歳以下”で「⑥市民の安全が守られている」、“30～39 歳”で「③多様

な産業が盛んで働きやすい」と・「④地域を誇りに思い、個性を大切にする心豊かな人材が育

っている」、“40～49 歳”で・「②日常生活が便利で快適に過ごしている」、“60～69歳”で・「①

豊かな自然環境を大切にして、自然と共生している」と・「⑤誰もが健康で安心して暮らして

いる」が、他の年齢に比べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、『住みやすい』の「①豊かな自然環境を大切にして、自然と共生して

いる」が、・『住みにくい』に比べ多くなっています。また、・『住みにくい』の・「②日常生活が

便利で快適に過ごしている」が、『住みやすい』に比べ多くなっています。 

 

 

 

  



31 

問 10．柏原市のまちづくりのためのキーワードを 10 文字以内で最大３つまでお答えく

ださい。 

【全体】 

○多く使われているキーワードについては、「安心 安全」、「暮らし続けられる」、「自然が豊

かな」、「笑顔あふれる」、「子育てが充実している」、「高齢者にやさしい」、「便利な」、「健康」、

「活気がある」といった言葉が多くなっています。 
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【クロス集計】 

○年齢別に多く使われているキーワードについては下表のとおりです。 

 

年 齢 多く使われているキーワード 

19 歳以下 
・自然が豊かな・笑顔あふれる 

・安心して暮らせる 

20～29 歳 
・安心安全に暮らせる・子育てしやすい 

・自然が豊かな・教育が充実している 

30～39 歳 
・安心安全に暮らせる・子育てしやすい 

・自然が豊かな・子どもの笑顔あふれる 

40～49 歳 
・安心安全に暮らせる・子育てしやすい 

・自然が豊かな・子どもの笑顔あふれる・住みやすい 

50～59 歳 

・安心安全に暮らせる・自然が豊かな 

・高齢者にやさしい・笑顔があふれる・健康に暮らせる 

・活気のある・便利な 

60～69 歳 

・安心安全に暮らせる・自然が豊かな・住みやすい 

・子どもや高齢者にやさしい・子育てしやすい 

・笑顔があふれる・いつまでも暮らせるまちづくり 

70 歳以上 

・安心安全に暮らせる・いつまでも暮らせる 

・自然が豊かな・高齢者福祉が充実した 

・笑顔があふれる・便利な 

 

○居住地区別に多く使われているキーワードについては下表のとおりです。 

 

年 齢 多く使われているキーワード 

柏原 
・安心安全に暮らせる・自然が豊かな・便利な 

・笑顔あふれる・子育てしやすい・高齢者にやさしい 

堅下 

・安心安全に暮らせる・自然が豊かな 

・笑顔あふれる・子どもや高齢者にやさしい 

・活気のある・便利な 

堅上 ・自然との共生・安心安全に暮らせる・健康に暮らせる 

国分 

・安心安全に暮らせる・自然が豊かな 

・子どもや高齢者にやさしい・子育てしやすい 

・交流が活発な・健康に暮らせる・便利で快適に暮らせる 
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4.5

57.2

46.2

2.6

24.2

1.1

19.4

92.0

33.8

45.9

94.0

69.5

95.8

75.6

3.5

9.0

7.9

3.4

6.3

3.1

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①玉手山公園

②高尾山創造の森

③竜田古道の里山公園

④サンヒル柏原

⑤歴史資料館

⑥市民文化会館

（リビエールホール）

⑦市民文化センター

n=1,000
知らない 知っている 無回答

３．柏原市内の施設等について 

問 11．柏原市内の次の施設等についてご存知ですか。ご存知の場合は、行ったことがあ

りますか。また、魅力度についてそれぞれ１つに○をつけてください。 

 

（１）認知度 

【全体】 

○柏原市内の施設等についての認知度のランキングは下表のとおりです。 

 

ランキング 施設等 知っている割合 

1 ⑥市民文化会館（リビエールホール） 95.8％ 

2 ④サンヒル柏原 94.0％ 

3 ①玉手山公園 92.0％ 

4 ⑦市民文化センター 75.6％ 

5 ⑤歴史資料館 69.5％ 

6 ③竜田古道の里山公園 45.9％ 

7 ②高尾山創造の森 33.8％ 
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【クロス集計】 

○年齢別にみると、“19 歳以下”で「⑦市民文化センター」の認知度が、他の年齢に比べ低く

なっています。“70 歳以上”で「②高尾山創造の森」と「③竜田古道の里山公園」の認知度

が、他の年齢に比べ高くなっています。 

○居住地区別にみると、“堅上”で・「③竜田古道の里山公園」の認知度が、他の居住地区に比べ

高くなっています。 
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（２）訪問頻度 

【全体】 

○柏原市内の施設等について一度でも訪問したことのある施設等のランキングは下表のとお

りです。 

 

ランキング 施設等 

1 ⑥市民文化会館（リビエールホール） 

2 ①玉手山公園 

3 ④サンヒル柏原 

4 ⑦市民文化センター 

5 ⑤歴史資料館 

6 ②高尾山創造の森 

7 ③竜田古道の里山公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.4

45.9

49.2

14.0

40.6

8.9

20.5

49.8

31.4

30.1

38.3

45.2

26.3

30.7

30.9

16.0

15.3

41.8

10.8

58.1

37.8

1.5

1.5

1.7

1.8

0.4

3.3

7.7

4.5

5.3

3.7

4.0

3.0

3.3

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①玉手山公園

（n=920）

②高尾山創造の森

（n=338）

③竜田古道の里山公園

（n=459）

④サンヒル柏原

（n=940）

⑤歴史資料館

（n=695）

⑥市民文化会館（リビエールホール）

（n=958）

⑦市民文化センター

（n=756）

行ったことはない 過去に１回のみ 年に数回程度 毎月１回以上 無回答
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合計 行ったこ
とはない

過去に１
回のみ

年に数回
程度

毎月１回
以上

無回答

920 123 458 284 14 41
100.0 13.4 49.8 30.9 1.5 4.5

415 61 203 126 6 19
100.0 14.7 48.9 30.4 1.4 4.6

486 59 246 152 8 21
100.0 12.1 50.6 31.3 1.6 4.3

21 2 13 6 0 0
100.0 9.5 61.9 28.6 0.0 0.0

58 7 30 17 0 4
100.0 12.1 51.7 29.3 0.0 6.9

80 15 36 27 1 1
100.0 18.8 45.0 33.8 1.3 1.3

125 24 61 34 2 4
100.0 19.2 48.8 27.2 1.6 3.2

162 19 89 44 1 9
100.0 11.7 54.9 27.2 0.6 5.6

205 19 108 67 5 6
100.0 9.3 52.7 32.7 2.4 2.9

253 34 112 85 5 17
100.0 13.4 44.3 33.6 2.0 6.7

201 29 106 57 1 8
100.0 14.4 52.7 28.4 0.5 4.0

306 44 188 58 2 14
100.0 14.4 61.4 19.0 0.7 4.6

21 5 8 7 0 1
100.0 23.8 38.1 33.3 0.0 4.8

377 42 149 158 11 17
100.0 11.1 39.5 41.9 2.9 4.5

755 90 385 234 12 34
100.0 11.9 51.0 31.0 1.6 4.5

146 30 63 44 2 7
100.0 20.5 43.2 30.1 1.4 4.8

問11.(2)訪問頻度
①玉手山公園

全体

性
別

男性

女性

年
齢

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

居
住
地
区

柏原

堅下

堅上

国分

住
み
や
す
さ

『住みやすい』

『住みにくい』

上段：人
下段：％

【クロス集計】 

○「①玉手山公園」の訪問頻度は、“国分“で他の居住地区に比べ多くなっています。 

○「②高尾山創造の森」の訪問頻度は、“70歳以上”で他の年齢に比べ多くなっています。 

○「③竜田古道の里山公園」の訪問頻度は、“堅上“で他の居住地区に比べ多くなっています。 

○「④サンヒル柏原」の訪問頻度は、“堅上“で他の居住地区に比べ多くなっています。 

○「⑤歴史資料館」の訪問頻度は、“19 歳以下”で他の年齢に比べ多くなっています。 

○・「⑥市民文化会館・ リビエールホール）」の訪問頻度は、“19歳以下”と“柏原”で９割以上が

一度は訪問したことがあります。 

○「⑦市民文化センター」の訪問頻度は、“19 歳以下”と“70 歳以上”、“柏原”と“堅下”で８割

以上が一度は訪問したことがあります。 

○住みやすさでみると、・「①玉手山公園」と・「③竜田古道の里山公園」以外の施設等で、・『住み

やすい』に比べ『住みにくい』の“一度は訪問したことがある”が、10 ポイント以上少なく

なっています。 
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合計 行ったこ
とはない

過去に１
回のみ

年に数回
程度

毎月１回
以上

無回答

338 155 106 54 5 18
100.0 45.9 31.4 16.0 1.5 5.3

153 69 41 30 3 10
100.0 45.1 26.8 19.6 2.0 6.5

179 83 64 23 2 7
100.0 46.4 35.8 12.8 1.1 3.9

3 2 0 1 0 0
100.0 66.7 0.0 33.3 0.0 0.0

22 14 3 3 0 2
100.0 63.6 13.6 13.6 0.0 9.1

18 8 5 4 0 1
100.0 44.4 27.8 22.2 0.0 5.6

44 26 12 5 0 1
100.0 59.1 27.3 11.4 0.0 2.3

64 33 20 8 0 3
100.0 51.6 31.3 12.5 0.0 4.7

64 28 22 9 3 2
100.0 43.8 34.4 14.1 4.7 3.1

119 42 43 24 2 8
100.0 35.3 36.1 20.2 1.7 6.7

84 34 28 18 1 3
100.0 40.5 33.3 21.4 1.2 3.6

143 57 47 28 4 7
100.0 39.9 32.9 19.6 2.8 4.9

7 3 2 2 0 0
100.0 42.9 28.6 28.6 0.0 0.0

98 59 27 5 0 7
100.0 60.2 27.6 5.1 0.0 7.1

281 122 92 46 4 17
100.0 43.4 32.7 16.4 1.4 6.0

48 29 11 6 1 1
100.0 60.4 22.9 12.5 2.1 2.1

合計 行ったこ
とはない

過去に１
回のみ

年に数回
程度

毎月１回
以上

無回答

459 226 138 70 8 17
100.0 49.2 30.1 15.3 1.7 3.7

204 90 62 39 4 9
100.0 44.1 30.4 19.1 2.0 4.4

246 133 74 29 4 6
100.0 54.1 30.1 11.8 1.6 2.4

7 3 1 3 0 0
100.0 42.9 14.3 42.9 0.0 0.0

27 13 6 5 0 3
100.0 48.1 22.2 18.5 0.0 11.1

41 24 9 7 1 0
100.0 58.5 22.0 17.1 2.4 0.0

62 38 16 8 0 0
100.0 61.3 25.8 12.9 0.0 0.0

74 47 16 9 1 1
100.0 63.5 21.6 12.2 1.4 1.4

89 41 27 19 1 1
100.0 46.1 30.3 21.3 1.1 1.1

150 55 61 19 5 10
100.0 36.7 40.7 12.7 3.3 6.7

100 45 37 14 0 4
100.0 45.0 37.0 14.0 0.0 4.0

152 79 41 26 1 5
100.0 52.0 27.0 17.1 0.7 3.3

19 6 3 4 6 0
100.0 31.6 15.8 21.1 31.6 0.0

180 93 54 26 1 6
100.0 51.7 30.0 14.4 0.6 3.3

376 183 114 59 5 15
100.0 48.7 30.3 15.7 1.3 4.0

70 37 18 10 3 2
100.0 52.9 25.7 14.3 4.3 2.9

問11.(2)訪問頻度
②高尾山創造の森

全体

性
別

男性

女性

年
齢

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

居
住
地
区

柏原

堅下

堅上

国分

住
み
や
す
さ

『住みやすい』

『住みにくい』

問11.(2)訪問頻度
③竜田古道の里山公園

全体

性
別

男性

女性

年
齢

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

居
住
地
区

柏原

堅下

堅上

国分

住
み
や
す
さ

『住みやすい』

『住みにくい』

上段：人
下段：％

上段：人
下段：％

合計 行ったこ
とはない

過去に１
回のみ

年に数回
程度

毎月１回
以上

無回答

940 132 360 393 17 38
100.0 14.0 38.3 41.8 1.8 4.0

422 50 166 182 9 15
100.0 11.8 39.3 43.1 2.1 3.6

498 78 188 204 7 21
100.0 15.7 37.8 41.0 1.4 4.2

22 2 7 12 0 1
100.0 9.1 31.8 54.5 0.0 4.5

63 9 20 30 0 4
100.0 14.3 31.7 47.6 0.0 6.3

80 15 27 37 1 0
100.0 18.8 33.8 46.3 1.3 0.0

130 32 45 47 1 5
100.0 24.6 34.6 36.2 0.8 3.8

166 24 72 61 4 5
100.0 14.5 43.4 36.7 2.4 3.0

201 20 88 87 1 5
100.0 10.0 43.8 43.3 0.5 2.5

262 26 96 114 9 17
100.0 9.9 36.6 43.5 3.4 6.5

207 33 61 100 2 11
100.0 15.9 29.5 48.3 1.0 5.3

331 43 131 132 9 16
100.0 13.0 39.6 39.9 2.7 4.8

21 3 7 11 0 0
100.0 14.3 33.3 52.4 0.0 0.0

366 51 158 142 5 10
100.0 13.9 43.2 38.8 1.4 2.7

770 92 292 342 13 31
100.0 11.9 37.9 44.4 1.7 4.0

151 37 62 43 4 5
100.0 24.5 41.1 28.5 2.6 3.3

合計 行ったこ
とはない

過去に１
回のみ

年に数回
程度

毎月１回
以上

無回答

695 282 314 75 3 21
100.0 40.6 45.2 10.8 0.4 3.0

320 128 141 41 3 7
100.0 40.0 44.1 12.8 0.9 2.2

360 147 167 33 0 13
100.0 40.8 46.4 9.2 0.0 3.6

13 2 10 1 0 0
100.0 15.4 76.9 7.7 0.0 0.0

56 13 36 5 0 2
100.0 23.2 64.3 8.9 0.0 3.6

58 29 27 2 0 0
100.0 50.0 46.6 3.4 0.0 0.0

87 45 33 6 0 3
100.0 51.7 37.9 6.9 0.0 3.4

124 83 29 8 0 4
100.0 66.9 23.4 6.5 0.0 3.2

142 51 72 17 0 2
100.0 35.9 50.7 12.0 0.0 1.4

204 55 102 36 3 8
100.0 27.0 50.0 17.6 1.5 3.9

137 53 67 14 0 3
100.0 38.7 48.9 10.2 0.0 2.2

254 110 104 29 2 9
100.0 43.3 40.9 11.4 0.8 3.5

18 8 5 4 1 0
100.0 44.4 27.8 22.2 5.6 0.0

273 106 131 28 0 8
100.0 38.8 48.0 10.3 0.0 2.9

577 223 268 66 2 18
100.0 38.6 46.4 11.4 0.3 3.1

105 54 40 8 1 2
100.0 51.4 38.1 7.6 1.0 1.9

問11.(2)訪問頻度
④サンヒル柏原

全体

性
別

男性

女性

年
齢

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

居
住
地
区

柏原

堅下

堅上

国分

住
み
や
す
さ

『住みやすい』

『住みにくい』

問11.(2)訪問頻度
⑤歴史資料館

全体

性
別

男性

女性

年
齢

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

居
住
地
区

柏原

堅下

堅上

国分

住
み
や
す
さ

『住みやすい』

『住みにくい』

上段：人
下段：％

上段：人
下段：％
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合計 行ったこ
とはない

過去に１
回のみ

年に数回
程度

毎月１回
以上

無回答

958 85 252 557 32 32
100.0 8.9 26.3 58.1 3.3 3.3

427 46 122 233 13 13
100.0 10.8 28.6 54.6 3.0 3.0

511 37 126 313 17 18
100.0 7.2 24.7 61.3 3.3 3.5

22 1 8 11 1 1
100.0 4.5 36.4 50.0 4.5 4.5

68 5 20 41 0 2
100.0 7.4 29.4 60.3 0.0 2.9

88 14 20 50 2 2
100.0 15.9 22.7 56.8 2.3 2.3

132 16 34 76 4 2
100.0 12.1 25.8 57.6 3.0 1.5

164 13 47 93 4 7
100.0 7.9 28.7 56.7 2.4 4.3

206 18 64 116 3 5
100.0 8.7 31.1 56.3 1.5 2.4

261 17 55 161 17 11
100.0 6.5 21.1 61.7 6.5 4.2

206 16 41 137 8 4
100.0 7.8 19.9 66.5 3.9 1.9

338 28 92 192 13 13
100.0 8.3 27.2 56.8 3.8 3.8

22 3 9 10 0 0
100.0 13.6 40.9 45.5 0.0 0.0

377 37 107 209 10 14
100.0 9.8 28.4 55.4 2.7 3.7

783 55 199 477 27 25
100.0 7.0 25.4 60.9 3.4 3.2

156 27 48 70 5 6
100.0 17.3 30.8 44.9 3.2 3.8

合計 行ったこ
とはない

過去に１
回のみ

年に数回
程度

毎月１回
以上

無回答

756 155 232 286 58 25
100.0 20.5 30.7 37.8 7.7 3.3

325 78 108 105 23 11
100.0 24.0 33.2 32.3 7.1 3.4

416 75 121 173 34 13
100.0 18.0 29.1 41.6 8.2 3.1

10 1 4 4 1 0
100.0 10.0 40.0 40.0 10.0 0.0

50 9 21 16 1 3
100.0 18.0 42.0 32.0 2.0 6.0

52 16 15 19 2 0
100.0 30.8 28.8 36.5 3.8 0.0

104 27 25 42 8 2
100.0 26.0 24.0 40.4 7.7 1.9

130 39 38 44 5 4
100.0 30.0 29.2 33.8 3.8 3.1

167 38 61 55 8 5
100.0 22.8 36.5 32.9 4.8 3.0

234 23 66 102 32 11
100.0 9.8 28.2 43.6 13.7 4.7

175 30 48 69 23 5
100.0 17.1 27.4 39.4 13.1 2.9

276 46 80 119 24 7
100.0 16.7 29.0 43.1 8.7 2.5

16 5 2 8 0 1
100.0 31.3 12.5 50.0 0.0 6.3

279 73 100 84 10 12
100.0 26.2 35.8 30.1 3.6 4.3

624 110 192 247 54 21
100.0 17.6 30.8 39.6 8.7 3.4

117 41 36 34 3 3
100.0 35.0 30.8 29.1 2.6 2.6

問11.(2)訪問頻度
⑥市民文化会館（リビエールホール）

全体

性
別

男性

女性

年
齢

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

居
住
地
区

柏原

堅下

堅上

国分

住
み
や
す
さ

『住みやすい』

『住みにくい』

問11.(2)訪問頻度
⑦市民文化センター

全体

性
別

男性

女性

年
齢

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

居
住
地
区

柏原

堅下

堅上

国分

住
み
や
す
さ

『住みやすい』

『住みにくい』

上段：人
下段：％

上段：人
下段：％
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（３）魅力度 

【全体】 

○柏原市内の施設等の魅力度については、全体の平均点は 2.37 点となっています。平均点が

最も高いのは、・「⑥市民文化会館・ リビエールホール）」、次いで・「⑦市民文化センター」、「①

玉手山公園」の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.5

6.2

6.1

5.9

7.5

3.9

5.8

16.8

13.9

16.1

15.4

15.5

8.4

13.5

26.3

23.7

21.1

28.1

25.3

20.7

23.9

27.6

21.0

19.8

24.9

17.3

31.1

26.3

9.1

9.2

8.5

9.5

7.8

17.5

10.8

4.7

3.6

2.8

3.4

3.0

7.9

4.6

8.9

22.5

25.5

12.9

23.6

10.5

14.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①玉手山公園

（n=920）

②高尾山創造の森

（n=338）

③竜田古道の里山公園

（n=459）

④サンヒル柏原

（n=940）

⑤歴史資料館

（n=695）

⑥市民文化会館（リビエールホール）

（n=958）

⑦市民文化センター

（n=756）

０点 １点 ２点 ３点 ４点 ５点 無回答

2.33

2.31

2.23

2.312.15

2.83

2.43

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00
①玉手山公園

②高尾山創造の森

③竜田古道の里山公園

④サンヒル柏原⑤歴史資料館

⑥市民文化会館

（リビエールホール）

⑦市民文化センター

全体平均点 2.37点
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【クロス集計】 

○「①玉手山公園」の魅力度を全体の平均点と比べると、“30～39 歳”と“国分”で高く、“50

～59歳”と“堅下”で低くなっています。 

○「②高尾山創造の森」の魅力度を全体の平均点と比べると、“30～39 歳”で高く、“19 歳以

下”と“堅上”と『住みにくい』で低くなっています。 

○「③竜田古道の里山公園」の魅力度を全体の平均点と比べると、“19 歳以下”と“堅上”で高

く、“40～49歳”と『住みにくい』で低くなっています。 

○「④サンヒル柏原」の魅力度を全体の平均点と比べると、“20～29 歳”で高く、『住みにく

い』で低くなっています。 

○・「⑤歴史資料館」の魅力度を全体の平均点と比べると、“70 歳以上”で高く、“19 歳以下”・ “30

～39歳”“40～49 歳”で低くなっています。 

○・「⑥市民文化会館・ リビエールホール）」の魅力度を全体の平均点と比べると、“堅上”と・『住

みにくい』で低くなっています。 

○「⑦市民文化センター」の魅力度を全体の平均点と比べると、“70 歳以上”で高く、“19 歳

以下”と『住みにくい』で低くなっています。 
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問 12．市内で上記の施設等以外に魅力があると思うおすすめスポットがありましたら、

ご記入ください。 

○197 人 19.7％）の方から、223 件のご意見をいただきました。主な記述内容は下表のと

おりです。 

 

魅力があると思うおすすめスポット 件数 

河川に関する記述 68 

 
大和川・大和川河川敷 37 

 大和川親水公園 7 

 市役所前の大和川河川敷 5 

 河川敷 6 

 石川河川公園・石川河川敷 4 

 長瀬川沿い遊歩道 3 

 国豊橋・国豊橋河川敷 3 

 原川散策道 2 

 国分の川辺 1 

寺社に関する記述 30 

 
石神社 4 

 鐸比古鐸比賣神社 4 

 安福寺 3 

 寺社 3 

 観音寺 3 

 太平寺 2 

 道明寺天満宮 2 

 国分寺跡 1 

 山之井寺 1 

 薬師堂 1 

 瑠璃光寺 1 

 黒田神社 1 

 岩神社 1 

 春日神社の資料館 1 

 雪の日の大県神社 1 

 伯大姫神社 1 

柏原図書館・国分図書館 17 

ぶどうに関する記述 14 

 
ぶどう畑・ぶどう狩り・ワイン工房 8 

 カタシモワイナリー 4 

 柏原市観光ぶどうセンター ２ 

高井田横穴公園・柏陽庵 12 
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魅力があると思うおすすめスポット 件数 

桜に関する記述 ６ 

 
国分駅周辺の桜並木 1 

 関西福祉大内の桜 1 

  桜 1 

 国分地区の桜並木 1 

 黒山公園の桜 1 

 同観音寺の桜 1 

運動・スポーツ施設に関する記述 ６ 

 
山ノ井方面のテニス・野球場 1 

 キャンプ場 1 

 柏原中学校のグラウンド 1 

 市内体育館 1 

 体育館 1 

 クリーンピア２１ 1 

レストラン等に関する記述 ６ 

 
法善寺にあるイタリアンレストランチャオ 1 

 インドレストランアルシー 1 

 喫茶店等々 1 

 新しいカフェや昔ながらのカフェ 1 

 商店街の様々なお店 1 

 国分かばさん食堂 1 

アゼリア 5 

オアシス 5 

大学に関する記述 ５ 

柏原オーエンスアリーナ 4 

夕日がきれい 4 

石川サイクリングロード 4 

サンヒル柏原 4 

祭りやイベントに関する記述 ３ 

コンビニエンスストア 3 

地区に関する記述 ３ 

その他 24 
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４．まちづくりについて 

問 13．【道路交通】今後のまちづくりにおける道路や交通の整備について、どのような取

組が重要だと思いますか。あてはまるものに２つまで○をつけてください。 

【全体】 

○【道路交通】の重要な取組については、「日常生活の移動が容易となるよう、身近な生活道

路を拡幅する」が最も多く、次いで・「バリアフリー化をはじめ、誰もが歩きやすい歩行者空

間を整備する」、「幹線道路・ 国道やバイパスなど）の整備や渋滞緩和策を進める」、「駅や市

役所、病院、商店街などをつなぐ利便性の高い公共交通網を整備する」の順となっています。 

○前回調査と比べると、・「バリアフリー化をはじめ、誰もが歩きやすい歩行者空間を整備する」

と「駅や商店街等における、駐車場や駐輪場を整備する」が 9.0 ポイント以上少なく、「幹

線道路・ 国道やバイパスなど）の整備や渋滞緩和策を進める」が 9.3 ポイント多くなってい

ます。 

 

 

 

  
37.4

39.5

38.0

36.2

20.3

3.1

5.0

28.1

41.6

47.1

33.4

30.8

3.8

4.6

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

幹線道路（国道やバイパスなど）の

整備や渋滞緩和策を進める

日常生活の移動が容易となるよう、

身近な生活道路を拡幅する

バリアフリー化をはじめ、誰もが

歩きやすい歩行者空間を整備する

駅や市役所、病院、商店街などをつなぐ

利便性の高い公共交通網を整備する

駅や商店街等における、駐車場や駐輪場を整備する

その他

無回答
今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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【クロス集計】 

○性別にみると、“男性”では・「幹線道路・ 国道やバイパスなど）の整備や渋滞緩和策を進める」、

“女性”では・「バリアフリー化をはじめ、誰もが歩きやすい歩行者空間を整備する」が、最も

多くなっています。 

○年齢別にみると、“19 歳以下”で「駅や市役所、病院、商店街などをつなぐ利便性の高い公

共交通網を整備する」、“20～29 歳”で「バリアフリー化をはじめ、誰もが歩きやすい歩行

者空間を整備する」、“30～39 歳”で「幹線道路 国道やバイパスなど）の整備や渋滞緩和

策を進める」と・「駅や商店街等における、駐車場や駐輪場を整備する」が、他の年齢に比べ

多くなっています。 

○居住地区別にみると、“国分”で・「幹線道路・ 国道やバイパスなど）の整備や渋滞緩和策を進

める」が、他の居住地区に比べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、『住みやすい』の「バリアフリー化をはじめ、誰もが歩きやすい歩行

者空間を整備する」が、・『住みにくい』に比べ多くなっています。また、・『住みにくい』の・「幹

線道路 国道やバイパスなど）の整備や渋滞緩和策を進める」が、『住みやすい』に比べ多

くなっています。 
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問 14．【公園・緑地】今後のまちづくりにおける公園や緑地の整備について、どのような

取組が重要だと思いますか。あてはまるものに３つまで○をつけてください。 

【全体】 

○【公園 緑地】の重要な取組については、「災害時に避難地や救援拠点として活用できる公

園や広場をつくる」が最も多く、次いで・「週末に家族などで過ごせる大きめの公園や緑地を

つくる」、「既存の公園を利用しやすく改善する」、「普段の子どもの遊び場となる小さな公園

や緑地 広場をつくる」の順となっています。 

○前回調査と比べると、「普段の子どもの遊び場となる小さな公園や緑地 広場をつくる」が

7.5 ポイント少なくなっています。 

 

 

 

 

  

36.9

43.9

51.4

22.6

9.2

5.0

25.2

39.0

3.3

4.6

44.4 

41.0 

52.7 

25.0 

13.5 

5.5 

25.4 

41.1 

3.3 

4.6 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

普段の子どもの遊び場となる

小さな公園や緑地・広場をつくる

週末に家族などで過ごせる

大きめの公園や緑地をつくる

災害時に避難地や救援拠点として

活用できる公園や広場をつくる

道路の街路樹や並木を整備する

公民館や病院などの公共公益施設の緑化を推進する

店舗や事務所をはじめとした

民間施設の緑化を推進する

農地や休耕地を緑地として活用する

既存の公園を利用しやすく改善する

その他

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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【クロス集計】 

○年齢別にみると、“30～39歳”で「普段の子どもの遊び場となる小さな公園や緑地 広場を

つくる」と・「週末に家族などで過ごせる大きめの公園や緑地をつくる」と・「既存の公園を利

用しやすく改善する」が、他の年齢に比べ多くなっています。 

○居住地区別にみると、“柏原”で・「週末に家族などで過ごせる大きめの公園や緑地をつくる」、

“堅上”で・「農地や休耕地を緑地として活用する」が、他の居住地区に比べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、『住みやすい』の「週末に家族などで過ごせる大きめの公園や緑地を

つくる」が、『住みにくい』に比べ多くなっています。 
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問 15．【景観】自然景観や街なみ景観を守り育てていくために、どのような取組が重要だ

と思いますか。あてはまるものに３つまで○をつけてください。 

【全体】 

○【景観】の重要な取組については、「河川や水路などの水辺の景観を保全 整備していく」

が最も多く、次いで「山や森などの自然を残し、自然景観を守っていく」、「JR 柏原駅周辺

など、中心市街地としてふさわしい質の高い都市景観の形成を図る」の順となっています。 

○前回調査と比べると、「山や森などの自然を残し、自然景観を守っていく」と「田畑や農地

を残し、田園風景を守っていく」が 9.0 ポイント以上少なく、「JR柏原駅周辺など、中心市

街地としてふさわしい質の高い都市景観の形成を図る」が 8.4 ポイント多くなっています。 

 

 

 

 

  

59.6

15.7

64.9

28.3

35.6

10.1

7.9

15.5

2.5

3.8

68.6 

26.3 

60.9 

29.8 

27.2 

15.4 

8.7 

19.3 

3.0 

4.1 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

山や森などの自然を残し、自然景観を守っていく

田畑や農地を残し、田園風景を守っていく

河川や水路などの水辺の景観を保全・整備していく

社寺・史跡などによる歴史的

景観を保全・整備していく

JR柏原駅周辺など、中心市街地として

ふさわしい質の高い都市景観の形成を図る

建物の高さや立地を規制し、

山なみなどの眺望を確保する

建物の大きさや外観の色などを統一し、

美しい街なみをつくる

屋外広告物を規制して、幹線道路沿いの

街なみをきれいにする

その他

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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【クロス集計】 

○年齢別にみると、“19歳以下”で・「JR 柏原駅周辺など、中心市街地としてふさわしい質の高

い都市景観の形成を図る」、・“60～69歳”で「河川や水路などの水辺の景観を保全 整備し

ていく」と・「屋外広告物を規制して、幹線道路沿いの街なみをきれいにする」が、他の年齢

に比べ多くなっています。 

○居住地区別にみると、“柏原”で「JR 柏原駅周辺など、中心市街地としてふさわしい質の高

い都市景観の形成を図る」、“堅上”で「社寺 史跡などによる歴史的景観を保全 整備して

いく」、“国分”で「山や森などの自然を残し、自然景観を守っていく」が、他の居住地区に

比べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、・『住みやすい』の・「山や森などの自然を残し、自然景観を守っていく」

と「河川や水路などの水辺の景観を保全 整備していく」が、『住みにくい』に比べ多くな

っています。また、・『住みにくい』の・「JR柏原駅周辺など、中心市街地としてふさわしい質

の高い都市景観の形成を図る」が、『住みやすい』に比べ多くなっています。 
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５．柏原市における行財政改革について 

問 16．現在、財政状況が厳しい中、行財政改革に取り組んでいますが、今後、さらに行

財政改革を進めていく上で、どのようなことが重要と思われますか。次の中から３

つまで○をつけてください。 

【全体】 

○行財政改革で重要な取組については、「職員の削減、部局の統合 整理などによる行政組織

のスリム化」が最も多く、次いで・「職員の資質向上」、「公共事業や行政サービスの見直し」、

「積極的で分かりやすい行政の情報公開」の順となっていますが、前回調査と比べると全て

少なくなっています。 

○前回調査と比べると、「職員の削減、部局の統合 整理などによる行政組織のスリム化」が

17.4 ポイント少なく、「情報化などによる行政事務の効率化」が 9.0 ポイント多くなってい

ます。 

 

 

 

  
36.4

40.1

29.1

33.1

20.2

31.9

10.0

13.0

16.3

4.4

5.3

43.2

57.5

20.1

37.6

19.2

37.9

9.8

14.4

10.7

4.9

4.6

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

職員の資質向上

職員の削減、部局の統合・整理など

による行政組織のスリム化

情報化などによる行政事務の効率化

公共事業や行政サービスの見直し

行政サービスの民間委託や民営化の推進

積極的で分かりやすい行政の情報公開

行政サービスの受益者負担の徹底

補助金の削減・見直し

周辺市町等の連携による広域行政の推進

その他

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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【クロス集計】 

○性別にみると、“女性”の・「積極的で分かりやすい行政の情報公開」が、“男性”に比べ多くな

っています。 

○年齢別にみると、“19 歳以下”で・「情報化などによる行政事務の効率化」、“20～29歳”で・「積

極的で分かりやすい行政の情報公開」、“60～69 歳”で「職員の削減、部局の統合 整理な

どによる行政組織のスリム化」が、他の年齢に比べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、『住みやすい』の「情報化などによる行政事務の効率化」と「行政サ

ービスの民間委託や民営化の推進」が、・『住みにくい』に比べ多くなっています。また、・『住

みにくい』の「職員の資質向上」が、『住みやすい』に比べ多くなっています。 
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６．国際的な目標について 

問 17．ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）についてご存知ですか。（１つに○） 

【全体】 

○ＳＤＧｓの認知度については、「まったく知らない」が最も多く、次いで「名前だけ知って

いる」、「内容も知っている」の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

○年齢別にみると、“50～59歳”で「内容も知っている」が、他の年齢に比べ多くなっていま

す。 

 

 

  

4.5

14.7

76.9

3.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

内容も知っている

名前だけ知っている

まったく知らない

無回答 今回調査 n=1,000
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0.8

6.9

13.3

3.0

1.4

2.6

17.6

5.5

0.1

4.9

23.9

38.2

18.3

6.9

7.6

38.5

22.4

0.0

31.1

39.0

28.6

43.6

35.9

41.4

24.1

41.7

1.7

33.4

15.1

6.4

17.8

33.9

27.2

5.1

14.6

0.6

13.7

3.7

1.2

5.1

11.4

9.3

2.3

4.2

0.9

16.1

11.4

12.3

12.2

10.5

11.9

12.4

11.6

96.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①環境保全などの活動

②地域の清掃・美化の活動

③地域の祭り・伝統芸能などの保全継承活動

④福祉などのボランティア活動

⑤地域の防災・防犯のための活動

⑥まちづくりなどの活動

⑦自治会の活動

⑧高齢者や子どもに対する地域での見守り活動

⑨その他

n=1,000市民主導 市民主導だが、行政の一部支援による協働

市民と行政が同等の関与による協働 行政主導だが、市民も一部参加による協働

行政主導 無回答

７．今後の市民参加について 

問 18．柏原市の将来を担う市民と行政の協働のあり方としてどれが望ましいですか。そ

れぞれの取組について、あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

【全体】 

○望ましい市民と行政の協働のあり方について、最も多い取組は下表のとおりです。 

 

望ましい市民と行政の 

協働のあり方 
取組 

市民主導だが、 

行政の一部支援による協働 

③地域の祭り・伝統芸能などの保全継承活動 

⑦自治会の活動 

市民と行政が同等の関与による

協働 

②地域の清掃・美化の活動 

④福祉などのボランティア活動 

⑤地域の防災・防犯のための活動 

⑥まちづくりなどの活動 

⑧高齢者や子どもに対する地域での見守り活動 

⑨その他 

行政主導だが、 

市民も一部参加による協働 
①環境保全などの活動 
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【クロス集計】 

①環境保全などの活動 

○性別にみると、“男性”の・「行政主導だが、市民も一部参加による協働」が、“女性”に比べ多

くなっています。また、“女性”の・「市民と行政が同等の関与による協働」が、“男性”に比べ

多くなっています。 

○年齢別にみると、“19 歳以下”で「市民と行政が同等の関与による協働」が、他の年齢に比

べ多くなっています。 

②地域の清掃・美化の活動 

○年齢別にみると、“20～29歳”で「市民と行政が同等の関与による協働」が、他の年齢に比

べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、・『住みにくい』の・「行政主導」が、・『住みやすい』に比べ多くなってい

ます。 

③地域の祭り・伝統芸能などの保全継承活動 

○性別にみると、“女性”の・「市民と行政が同等の関与による協働」が、“男性”に比べ多くなっ

ています。 

○年齢別にみると、20～39歳で・「市民と行政が同等の関与による協働」が、他の年齢に比べ

多くなっています。 

○居住地区別にみると、“堅上”で「市民主導」が、他の居住地区に比べ多くなっています。 

④福祉などのボランティア活動 

○年齢別にみると、“19 歳以下”で「市民と行政が同等の関与による協働」が、他の年齢に比

べ多くなっています。 

○居住地区別にみると、“堅上”で・「市民と行政が同等の関与による協働」が、他の居住地区に

比べ多くなっています。 

⑤地域の防災・防犯のための活動 

○性別にみると、“男性”の「行政主導」が、“女性”に比べ多くなっています。 

○年齢別にみると、“20～29歳”で「行政主導」が、他の年齢に比べ多くなっています。 

⑥まちづくりなどの活動 

○年齢別にみると、“30～39歳”で「市民と行政が同等の関与による協働」が、他の年齢に比

べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、・『住みにくい』の・「行政主導」が、・『住みやすい』に比べ多くなってい

ます。 

⑦自治会の活動 

○年齢別にみると、39 歳以下で「市民と行政が同等の関与による協働」が、他の年齢に比べ

多くなっています。 

⑧高齢者や子どもに対する地域での見守り活動 

○年齢別にみると、“30～39歳”で「市民と行政が同等の関与による協働」が、他の年齢に比

べ多くなっています。 
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問 19．今後、市民のまちづくりへの参画を図る上で、どのような取組を強化すべきと考

えますか。特に重要と考えるものに２つまで○をつけてください。 

【全体】 

○市民のまちづくりへの参画を図る上で強化すべき取組については、「まちづくり活動の情報

提供やＰＲの充実」が最も多く、次いで・「市民参加活動の内容、時間、場所、方法など、参

加しやすい運営上の工夫」、「アンケート等による市民意見の聴取」の順となっています。 

○前回調査と比べると、「アンケート等による市民意見の聴取」と「各種委員会や審議会への

一般市民の参加」が 5.0 ポイント以上少なく、「まちづくり活動の情報提供やＰＲの充実」

が 5.3 ポイント多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.3

17.4

36.5

36.1

22.4

7.4

20.5

1.5

6.2

31.3

24.9

31.2

38.7

20.5

8.5

18.9

1.1

5.7

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

アンケート等による市民意見の聴取

各種委員会や審議会への一般市民の参加

まちづくり活動の情報提供やＰＲの充実

市民参加活動の内容、時間、場所、方法など、

参加しやすい運営上の工夫

市民参加活動に関する魅力的な講座や

催しなどの学習機会の充実

市民参加活動の指導者の育成や

講師の紹介・派遣など

ボランティア団体、各種団体・サークル等の

育成や活動支援の充実

その他

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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【クロス集計】 

○性別にみると、“女性”の・「市民参加活動に関する魅力的な講座や催しなどの学習機会の充実」

が、“男性”に比べ多くなっています。 

○年齢別にみると、“19 歳以下”で「まちづくり活動の情報提供やＰＲの充実」、“20～29 歳”

で「アンケート等による市民意見の聴取」、“50～59 歳”で「市民参加活動の内容、時間、

場所、方法など、参加しやすい運営上の工夫」が、他の年齢に比べ多くなっています。 

○居住地区別にみると、“柏原”で・「まちづくり活動の情報提供やＰＲの充実」が、他の居住地

区に比べ多くなっています。 

○住みやすさでみると、・『住みやすい』の・「まちづくり活動の情報提供やＰＲの充実」が、・『住

みにくい』に比べ多くなっています。また、『住みにくい』の「アンケート等による市民意

見の聴取」が、『住みやすい』に比べ多くなっています。 
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問 20．市政・まちづくりに関する情報について、どのような手段で入手していますか。

あてはまるもの全てに○をつけてください。 

【全体】 

○市政・ まちづくりに関する情報の入手先については、「市の広報誌・「広報かしわら」」が最も

多く、次いで「自治会などの回覧板」、「公共施設などの掲示板」の順となっています。 

○前回調査と比べると、「近所の人などからの口コミ」が 4.9 ポイント少なく、「自治会などの

回覧板」と「チラシやパンフレット」が 4.2 ポイント多くなっています。 

 

 

 

 

  

91.6

54.9
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0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

市の広報誌「広報かしわら」

自治会などの回覧板

市のインターネットホームページ

市のSNS（Twitter,Facebookなど）

公共施設などの掲示板

チラシやパンフレット

市役所への電話や直接訪問

近所の人などからの口コミ

市民講座など、市の主催事業

その他

無回答

今回調査 n=1,000

前回調査 n=1,226
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【クロス集計】 

○性別にみると、“女性”の・「公共施設などの掲示板」と・「チラシやパンフレット」が、“男性”

に比べ多くなっています。 

○年齢別にみると、年齢があがるにつれて「自治会などの回覧板」が、多くなっています。 

○居住地区別にみると、“堅上”で・「自治会などの回覧板」が、他の居住地区に比べ多くなって

います。 

○住みやすさでみると、・『住みやすい』の・「自治会などの回覧板」が、・『住みにくい』に比べ多

くなっています。 
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８．自由意見 

○277 人 27.7％）の方から、430 件のご意見をいただきました。主な記述内容は下表のと

おりです。 

 

意見 件数 

1 

道路整備等の強化 

37 

 

●子どもが安全に通ることができる歩道を整備してほしい。 

●歩道がない道が多く危険である。 

●道幅が狭い道が多く、車の運転が危険。 

2 

商業施設の充実 

35 

 

●衣料品を買う店、飲食店が少ない。 

●大型ショッピング施設がほしい。 

●コンビニがほしい。 

3 

防災対策 

24 

 

●J アラートが聞き取りにくい。 

●河川の洪水対策を進めてほしい。 

4 

交通網の整備 

22 

 

●市内無料循環バスの本数やルートを見直してほしい。 

●バスの発車時間や行き先が分かりにくい。 

●市内循環バスを有料化。若い人も利用しやすいようにしてほしい。 

5 

公園、緑地の整備 

22 

 

●子どもが利用しやすい公園を整備してほしい。 

●幅広い年齢が利用出来る公園がほしい。 

●玉手山公園をもっと魅力的にしたほうがよい。 

6 

少子高齢化・人口減少対策 

19 

 

●早急な人口減少対策が必要。 

●若い人が住みたいと思うまちづくりの推進。 

7 

子育て環境 

17 

 

●子どもが遊べる居場所を作ってほしい。 

●子育てしやすい街にしてほしい。 

8 

公共施設の整備・活用 

16 

 

●図書館を充実させてほしい。 

●リビエールホールの活用。 

9 

防犯体制 

15 

 

●夜道を安全に歩けるようにしてほしい。 

●防犯カメラの設置を推進してほしい。 

10 

財政運営 

15 

 

●水道代が高い。 

●市民税が高い。 

11 

市立柏原病院 

14 

 

●待ち時間が多い。 

●対応を良くしてほしい。 
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意見 件数 

12 
ごみ処理体制 

11 

 
●ペットのマナー向上。フン害が多い。 

13 
交通安全 

11 

 
●違法駐輪の取り締まりを強化してほしい。 

14 

教育指導の強化、教育環境の整備 

11 

 

●学力向上に向けて取り組んでほしい。 

●学校にエアコンを設置してほしい。 

15 

広報・広聴活動 

11 

 

●高齢者への情報発信を強化してほしい。 

●広報誌に関するご意見。 

16 市の PR、イベント活動 11 

17 上下水道の整備 10 

18 職員・議員 10 

19 コミュニティ、ボランティア活動 9 

20 今回のアンケート調査 9 

21 まちづくり 9 

22 高齢者福祉 7 

23 河川の管理 7 

24 駅前開発 7 

25 空き家対策 6 

26 窓口サービス 6 

27 花火大会 6 

28 公害対策 5 

29 働く場の確保 5 

30 景観の保全 5 

31 バリアフリーの推進 4 

32 産業振興 4 

33 医療機関の充実 3 

34 障害者福祉 3 

35 観光振興 3 

36 生涯学習 3 

37 日頃の感謝 3 

38 その他 15 

 
合 計 430 

 

 



 

 


